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三
校

【
訂
正
】『
懐
徳
堂
研
究
』
第
２
号
（
平
成
二
十
三
年
二
月
）

掲
載
の
湯
城
吉
信
「『
環
湖
帖
』
の
旅
を
訪
ね
る
」（
17
頁
、

写
真
２
）

（
誤
）「
湖
岸
か
ら
突
き
出
し
た
部
分
が
唐
崎
」

　
　
　
　

↓

（
正
）「
湖
岸
か
ら
突
き
出
し
た
部
分
は
柳
が
崎
。
唐
崎
は
更

に
左
（
北
）
に
あ
る
。」

※
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
辻
本
雅
史
先
生
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
湯
城
記
）

編
集
後
記

　

懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
発
足
し
て
か
ら
三
年
目
に

入
っ
た
。
そ
の
間
、
各
種
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
、
受
託

資
料
の
調
査
、
目
録
作
成
、
懐
徳
堂
展
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
新

な
ど
、
精
力
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
こ
の
『
懐
徳
堂
研

究
』
も
三
号
目
と
な
り
、
そ
の
充
実
度
を
増
し
て
い
る
。

　

本
号
で
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
第
一
は
、

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
か
ら
近
代
の
懐
徳
堂
ま
で
、
ま
た
、
広
く
日

本
学
や
大
阪
学
に
関
わ
る
論
考
が
十
二
本
も
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
本
誌
が
一
定
の
認
知
を
得
た
と
自
己
評
価
し
て
良
い
で
あ

ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
論
文
と
と
も
に
、
新
発
見
の
資
料
に
関
す
る
注

目
す
べ
き
論
考
、丹
念
な
翻
刻
作
業
な
ど
多
彩
な
内
容
と
な
っ
た
。

　

第
二
は
、外
国
か
ら
の
投
稿
が
多
数
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
台
湾
の
研
究
者
か
ら
の
力
作
で
あ
っ
た
が
、
内
一
本
は

中
国
語
で
の
掲
載
と
な
っ
た
。
本
セ
ン
タ
ー
に
余
力
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
回

は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
誌
が
国
際
的
な
研

究
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
勢
い
を
継
続
し
て
、
次
の
第
四
号
に
も
多
く
の
論
考
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
（
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

文
学
研
究
科
教
授　

湯
浅
邦
弘
）�
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